
◎○お問い合わせは伊那家畜保健衛生所(防疫課)まで。電話 0265-72-2782▲△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<管内での発生状況> 

 

<牛 RS ウイルス病の概要> 

� 症状症状症状症状等等等等        

・５～６日継続する発熱 

・咳、鼻水、呼吸促迫などの呼吸器症状 

・伝播スピードが速い(数日で牛舎内に蔓延) 

・乳牛では乳量の著しい減少 

・対症療法が中心であり、ウイルスに対する対症療法が中心であり、ウイルスに対する対症療法が中心であり、ウイルスに対する対症療法が中心であり、ウイルスに対する有効な有効な有効な有効な

治療薬はありません。治療薬はありません。治療薬はありません。治療薬はありません。    

    

� 予防と対策予防と対策予防と対策予防と対策        

・牛舎内外の清掃と消毒を徹底しましょう。 

・寒冷ストレスに注意しながら適切な換気を行い、飼養環境を良好に保ちましょう。 

・関係者以外の牛舎内への出入りを制限しましょう。 

・農場、牛舎へ出入りの際は、履物を踏み込み消毒槽で消毒しましょう。 

・ワクチンが市販されていますので、お勧めします。 

*接種料金は、伊那諏訪家畜畜産物衛生指導協会の平成 26 年度の１頭当たりの料金(税込)です。 

なお、ワクチン接種にあたっては、獣医師もしくは家畜保健衛生所にご相談ください。 

年月日 畜種 発症頭数 主な症状、転帰 

H27.2.02 肉用子牛 

(６-７か月齢) 

16 頭 高熱(40.9℃)、呼吸器症状(咳、鼻汁)、死亡(４頭) 

H27.3.13 搾乳牛(成牛) 13 頭 高熱(41.0℃)、食欲不振、呼吸器症状(咳、鼻汁)、

泌乳量減少。死亡なし 

ワクチンの 

種類・名称 

対象疾病 接種料金* 留意事項 

５種混合生ワクチン 

RSRSRSRS、IBR、PI3、AD、

BVD-MD 

1,950 円 妊娠牛には使用できない。子牛、

育成牛、肥育牛向け 

６種混合ワクチン 

RSRSRSRS、IBR、PI3、AD、

BVD-MD(不活化２価) 

2,280 円 妊娠牛にも使用できる。成乳用

牛、繁殖和牛向け 

牛ＲＳウイルス病が流行

は や

っています！ 

本年２月以降、管内の肉用子牛及び搾乳牛で、牛ＲＳウイルス病が発生しています。 

高熱、肺炎、成長遅延、泌乳量減少のほか、重症例では死亡することもあります。 

寒冷ストレスの除去、適度な換気、関係者の牛舎入退場時の消毒、ワクチン接種など

の衛生対策に努めましょう。 

長野県伊那家畜保健衛生所 

TEL：0265-72-2782, 090-5444-0970 

Fax：0265-72-2765 

E-mail：inakachiku@pref.nagano.lg.jp 

住所：伊那市西町 5764 

伊那諏訪家畜畜産物衛生指導協会 

TEL&FAX: 0265-76-8086 

26-10 号 

H27.3.20 

主に冬場に発生しますが、春から夏にかけて発生

することもあるので、まだまだ注意が必要です！ 


